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Ａ．研究目的 
  小児医療従事者を対象とした小児緩和ケア教

育プログラムを実施してきた経験を基に、脳死臓器

移植のドナー家族と関わる医療者向けの教育プロ

グラムの構築を検討する。 
 
Ｂ．研究方法 
  自院で脳死臓器移植のコーディネート行う医療
スタッフを対象に、現状における課題、教育プログ
ラムのニーズについて聞き取り調査を行った。 
 続いて、これまで10年近く続けてきた小児医療従
事者向けの小児緩和ケア教育プログラムの実践を
基に、脳死臓器移植のドナー家族に関わる医療者
向けの教育プログラムの在り方を考察した。 
 
  （倫理面への配慮） 
 特に倫理面での配慮を必要とする研究は行って
いない。 
 
Ｃ．研究結果 
  聞き取り調査を通じて、脳死臓器移植のドナー
家族に関わるコーディネーター不足、ドナー家族
へのサポート体制が不十分なこと、脳死臓器移植
に関わる多職種に対する普及啓発、教育の取り組
みの必要性が浮かび上がった。 
  
 
Ｄ．考察 
  小児緩和ケア教育プログラムは全人的なケアを
実践するための入門的なプログラムであり、モジュ
ールの内容は多岐にわたるが、なかでも難しい場
面におけるコミュニケーション・スキルの上達、全人
的な家族ケアの実践的理解の向上、倫理的感性
の涵養においてこれまで培った教育プログラムで
の経験が生かされうると考えられた。 
 
Ｅ．結論 
  小児緩和ケア教育プログラムは脳死臓器移植の
ドナー家族に関わる医療者に対する教育プログラ
ムを構築する上で様々な点で参考になりうると思わ
れ、今後さらに内容を吟味していくことが望まれる。 

 
 
Ｆ．健康危険情報 
 （分担研究報告書には記入せずに、総括 
  研究報告書にまとめて記入） 
 
Ｇ．研究発表 
 1.  論文発表 
  なし 
 
 2.  学会発表 
  なし 
 
Ｈ．知的財産権の出願・登録状況  

（予定を含む。） 
 1. 特許取得 
   なし 
 2. 実用新案登録 
   なし 
 3.その他 

  なし 

 

研究要旨： 

小児医療従事者を対象とした小児緩和ケア教育プログラムを実施してきた経験を基に、

脳死臓器移植のドナー家族と関わる医療者向けの教育プログラムの構築を検討する。 


